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を要している。カルバペネマーゼ産生菌を確実に検出するにはポリメラーゼ連鎖反応 (polymerase chain 
reaction: PCR) を用いた遺伝子検査が必要であるが医療機関で日常的に実施するのは困難であり、臨床的には
寒天培地などを用いた表現型カルバペネマーゼ産生菌検出法が実施されている。2015年Zwaluwらによる






























産生 A. baumanniiを含むカルバペネマーゼ産生 Acinetobacter属菌を高精度に検出した。DDT-testは既存法での
検出が難しい VIM型および GES型を含むカルバペネマーゼ産生菌を菌種によらず高精度に検出し、その精度
は CIM および mCIMと比較して高かった。DT-test および DDT-testは、手技が簡便で一般医療機関で日常的な
実施が可能であり、多くのカルバペネマーゼ産生菌を迅速かつ高精度に検出することから、世界的規模で拡散
しつつあるカルバペネマーゼ産生菌の蔓延を予防し、カルバペネマーゼ産生菌感染症の迅速な診断と治療導入
さらには医療機関における感染制御の向上に寄与する。 
